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カラーベースのボカシ塗装部の足付け研磨

クリヤーのブロック塗装部の足付け研磨

水研ぎタイプ水研ぎタイプ



研磨面拡大

研磨前の塗装面 アシレックス ピーチを使用した研磨面

上塗り塗料の密着が良いＰ1500

相当の均一な研磨目です。

深いキズが入らないのでカラー

ベースのボカシ塗装、クリヤーのブ

ロック塗装で研磨目が残りません。

不織布研磨材と足付け剤の場合、

深い研磨キズが入ることがあり、カ

ラーベースのボカシ塗装、クリヤー

のブロック塗装後に研磨目が出て

しまうことがあります。

アシレックス ピーチを使用した研磨面不織布研磨材と足付け剤を使用した研磨面

P1500相当の均一な研磨目で
深いキズが入らない
P1500相当の均一な研磨目で
深いキズが入らない

研ぎムラがなく
作業労力と時間が３〜５割も軽減
研ぎムラがなく
作業労力と時間が３〜５割も軽減

凸にな

がすぐな ム

ラ部を再度

旧塗膜肌の凹凸になじみながら、ムラなく足付け研磨ができます。

切削力がすぐなくなって研ぎムラが発生する不織布研磨材や足付け剤と異なり、研ぎム

ラ部を再度研磨する必要がありません。

足付け剤を使用せずに研磨が行なえるので、足付け研磨後の洗い流しが簡単で足付け剤

のシミが残りません。

真っ

ので

てい

付け研 去できま

す。

旧塗膜面をムラなく真っ白に足

付け研磨できるので、旧塗膜面

に付着しているワックスなどが

足付け研磨と同時に除去できま

す。

※足付け研磨後に脱脂剤（シリコンオフ、

　ワックスオフなど）で処理して塗装　

することができます。

ワックスなどを除去ワックスなどを除去

100ミクロン

アシレックス ピーチを使用した研磨面データ 不織布研磨材と足付け剤を使用した研磨面データ

（ワックスにより水がはじかれている状態） （ワックスが取り除かれて水をはじかない状態）

アシレックスピーチ 不織布研磨材と足付け剤



平面部には

プレスや端などの細部には

バンパーには

アシレパッドＡＨ

アシレパッドＡＨ

アシレパッドＡＳ

アシレパッドＡＳ

Ｐ1500相当

磨します。

Ｐ1500相当の切削力で旧塗膜面をムラなく研

磨します。不織布研磨材と足付け剤では除去し

にくいピッチ・

タール、水アカ

などの汚れを

早 く 楽 に 除 去

できます。

ピッチ・タール、
水アカなどの汚れを除去

アシレックス
ピーチでの
研磨部分

不織布研磨材と
足付け剤での
研磨部分

未研磨部分

軟化剤（柔軟

ている

軟化剤（柔軟剤）が入っ

ているバンパーの旧

塗膜においても、均一

でムラなく真っ白に

素早く足付け研磨が

できます。

どこでも素早く、簡単に… 塗装への対応塗装への対応

アシレックス ピーチは、カラーベースのボカシ塗装
部・クリヤーのブロック塗装部への足付け研磨用の
画期的製品です。

バンパーの足付け研磨が

簡単に

ピッチ・タール、
水アカなどの汚れを除去

バンパーの足付け研磨が

簡単に



販売店

安全帽・保護メガネ・防塵マスクなどを着用し、他の作業員の安全を確認してから作業してください。

注意

①水気を拭き取る ②中央のハクリ紙をはがす ③アシレパッドに合わせてから

　中央を貼りつける

④ハクリ紙をはがしながら貼りつける ⑤アシレックス ピーチをよく

　押しつける（特に四隅および

　周辺は強く押しつける）

①アシレックス ピーチの

　角をつまみ、ひっぱる

③アシレックス ピーチを

　はがす

②アシレパッドの角部をおさえながら

　つまんだアシレックス ピーチの角を

　はがす　

■アシレックス ピーチは、専用のアシレパッドに貼り、水研ぎでご使用ください。

■アシレパッドに貼る時は、スポンジ内の水をきり、スポンジ表面の水気をよく拭き取ってください。

■使用後は、スポンジ内の水をきって保管してください。

■アシレパッドが水気を含んでいる間に剥がしてください。

使用方法

貼りつけ方法

アシレックス ピーチ

専用パッド

アシレパッドAH
85mm×130mm　包装入数/100枚 83mm×128mm×25mm（厚み）

包装入数/2個

アシレパッドAS
83mm×128mm×5mm（厚み）

包装入数/6枚（3枚×2）

はく離方法

製品規格
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O
N
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アシレックス ピーチを貼り替える時に、

研磨作業で使用していない 2個目の

アシレパッドに貼りつけることにより、

作業が効率的に行なえます。
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